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平成 27 年度 北海道ブロック事業報告 
 

１． 活動テーマ 
「地域における保健師の保健活動に関する指針」に基づき、各自治体における指針策定の 
推進など保健師の活動を支える体制の整備、充実を目指す。 
 

２． 目的 
保健師リーダーとしてのあり方や、地域に責任を持った保健活動に取り組むために、 
どのような体制や人材の育成が必要なのか等について考える機会とする。 
 

３． 実施状況 

回 開催日 場  所 内  容 

 1 5月23日（土） 

16:00～17：00 

札幌市 

かでる2.7 

第１回ブロック理事、北海道・札幌支部役員会 

理事会報告とブロック事業・研修会の企画     

 2 7 月 11日（土）
13:00~14:30  

札幌医科大

学 

第１回保健師関係団体連絡会議 

各団体の事業計画共有と連絡会の研修計画 

 3 9月12日（土） 

13：30～16：

30 

札幌市 

ＷＥＳＴ19 

北海道ブロック研修会（参加７６名） 

１報告「ソーシャルキャピタルの醸成にかかる保健師の

能力形成に関する研究」報告  

 報告者：常任理事 岡島さおり様 

２講演「公衆衛生看護学実習と人材育成について」 

 講師：札幌市立大学准教授 清水光子様 

３実践報告 

・「地域保健活動推進事業」の３年間の取組と成果 

（札幌市保健所） 

・地区担当制の導入の実際（室蘭保健所） 

４グループワーク   

 4 12月5日（土） 

12:30～16:30 

札幌市 

教育文化会

館 

北海道支部研修会(参加５８名) 

1講演「公衆衛生におけるソーシャルキャピタルの醸成」 

講師：東京大学大学院医学系研究科准教授 近藤尚己様 

2実践報告 

「多職種連携と地域づくり」 

CLL事務局長：竹田 匡様 

「健康増進計画策定を通じた住民との協働による健康

づくり」 

泊村住民福祉課課長補佐：宮下常美様 

「泊村への市町村支援を通じてソーシャルキャピタル

の醸成を考える」 

  北海道岩内保健所主任保健師：下牧 円様 

3意見交換 

 5 12月19日(土) 

13：30～16：

00 

札幌市 

ＷＥＳＴ19 

保健師関係団体連絡会議研修会（参加４５名） 

テーマ「保健師基礎教育と現認教育の関わり」 

１活動報告 枝幸町主任保健師：開米薫里様 

名寄市立大学教授：播本雅津子様 

札幌市保健所保健師：安藤良江様 

      札幌市立大学准教授：清水光子様 

２グループワーク 
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４．結果・課題 
・北海道保健師関係団体（保健師長会、教育関係機関協議会、看護協会保健師職能委員会）連絡会
議を開催し、各機関が担う役割や課題等を共有し研修会の開催に向け取組を進めている。 

・ブロック研修では、北海道室蘭保健所の地区担当制導入や札幌市の地域保健活動推進事業の報告
があり、各自治体の活動指針の策定や地域保健活動の充実等について考える機会となった。 

 
５． 支部活動の特徴 
・北海道支部と札幌市支部で構成されており、それぞれの課題に即した研修会の開催等に取り組ん
でいる。これまで情報交換に留まらず研修会の合同開催などにより連携を深めてきた。 

 
６．委員・支部長 

○理事  澤田 さとみ 札幌市清田区保健福祉部 

理事  岩本 泉   北海道後志総合振興局保健環境部保健行政室  
    北海道 大岩 敦子  北海道十勝総合振興局保健環境部保健行政室 

札幌市 斉藤 そのみ 札幌市北区保健福祉部 

 

 6 3月4日(金) 

18：15～19：

50 

札幌市 

ＷＥＳＴ19 

札幌市支部研修会（参加２５名） 

１講演「札幌市における精神保健の現状と課題」 

講師 札幌市保健福祉局精神保健担当部長：鎌田隼輔様 

２グループワーク 

 7 3月26日（土） 

13：00～15：

00 

名寄市立大

学札幌サテ

ライトオフ

ィス 

第２回保健師関係団体連絡会議 

 各団体の活動報告と次年度の計画 


